
 

  

 

 

 

 

 

●1 日目 9 月 19 日（水）             

東京証券取引所           羽田クロノゲート           大学生との懇談会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●2日目 9月20日（木）               

東京大学           Ａ：ＬＩＮＥ株式会社  Ｂ：外務省      ＯＢ・ＯＧとの懇談会 

            

     

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

     

第４号 H３０年１０月 発行  

石川県 立小松高等学校 ＮＳＨ担当  

東京大学で擬似進路選択を行いま

した。それぞれ自分の将来について

考える良い機会となりました。 

どのテーブルも非常に盛り上がっていま

した。懇談会後も、各自で大学生に質問

する姿がみられました。 

ここからは２つの班に分かれて行動し

ました。それぞれの仕事について学ん

だ後は、質問もたくさん見られました。 

生徒たちが実際に社長役、株主役にな

りきり株取引について学んだ後、マーケ

ットを見学しました。 

物流棟で、宅急便が私たちの手元に届く

経緯を学んだのち、体験コーナーでオリジ

ナルグッズをもらった生徒は大喜びでした

。 

関東方面で働く先輩方にはじめは緊張

している生徒でしたが次第に自分の将

来の夢について話す姿もみられました。  

★「人文科学コース」今後の予定★ 

◎１２月６日(木) Ｊゼミ・プレ発表会   

◎１２月１１日(火)～１５日(土) 海外交流研修（台湾・希望者） 

◎１月２２日(火) Ｊゼミ・最終発表会  

●3 日目 9 月 21 日（金） 

 

JICA 地球ひろば               日本科学未来館              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●生徒の感想 

・多くの小松高校卒業生と触れ合う機会がありました。勉強方法を知るだけでなく、使用していた教材、その道

を選んだ理由など、自分の世界を大きくする中で自分のしたいことが一体何なのか、と深く考えさせられました。

また、何度も悩み紆余曲折を経て発見することも一つの道だと気付かされました。 

 

・どの人にも共通して言えると思うことは、今を楽しんでいるということではないかと思う。外務省に勤めるＯＢの

言葉に「やらなかったことへの後悔はしない」というものがあったように、自分が選んだ道に全ての自信を持って

いきたいと思うし、そのためにその都度の選択を精一杯悩んでいこうと思う。 

 

・ＪＩＣＡ地球ひろばを見学し、日本より発展していない国だけど平和のために達成すべき項目が日本より優れて

いる国がたくさんあることに気付いた。そういった国から、本当の幸せとは何か、ジェンダーの問題や格差問題を

どうすべきかなど、学ぶべきだと思った。 

 

・関東ヒューマンを通して、学校の勉強も大切だなと思いました。大学に行くためにも必要だけど、社会に出てそ

の考え方が役立つこともある、という話を聞いて納得しました。また、最先端の技術を多く見て、これから機械と

人がどのように付き合っていくかということや、人の仕事がどのように変わるのかを考えられたと思います。3日

間は早く過ぎてしまったけど、流れてしまうことのないように自分の中で考えたいと思いました。 

 

地球で起こっている問題を各ブースで分かり 

やすく学びました。また、エスニック料理も体験

しました。 

科学技術の進歩を改めて感じました。初めて見

るものばかりで、生徒は驚きつつも楽しそうでし

た。 


